
56 57

56

１　「新庁舎等基本構想（仮称）策定に向けた「みたかまちづくりディスカッション」の　　　
     実施に関する協定書

Ⅳ　「まちづくりディスカッション」の実施に関わる資料
Ⅳ　「みたかまちづくりディスカッション」の実施に関わる資料

１　「新庁舎等基本構想（仮称）策定に向けた「みたかまちづくりディスカッション」の

実施に関する協定書

Ⅳ　「まちづくりディスカッション」の実施に関わる資料
１　「新庁舎等基本構想（仮称）策定に向けた「みたかまちづくりディスカッション」の
　　　実施に関する協定書

56 57



56 57

56

１　「新庁舎等基本構想（仮称）策定に向けた「みたかまちづくりディスカッション」の　　　
     実施に関する協定書

Ⅳ　「まちづくりディスカッション」の実施に関わる資料
Ⅳ　「みたかまちづくりディスカッション」の実施に関わる資料

１　「新庁舎等基本構想（仮称）策定に向けた「みたかまちづくりディスカッション」の

実施に関する協定書



 

２ 「新庁舎等整備基本構想（仮称）」策定に向けた「みたかまちづくりディスカッ

ション」実行委員会設置及び運営要綱

（設置） 
第１条 「新庁舎等整備基本構想（仮称）」策定に向けた「みたかまちづくり

ディスカッション」（以下「ディスカッション」という。）を円滑に実施する

ため、｢新庁舎等整備基本構想（仮称）｣策定に向けた「みたかまちづくりディ

スカッション」実行委員会 以下「実行委員会」という。）を置く。 

（所掌事務） 
第２条 実行委員会は、次に掲げる所掌事務を掌る。

（１）ディスカッションの実施に関すること。

（２）ディスカッションで出された市民意見のとりまとめに関すること。 

（構成） 
第３条 実行委員会は、次の団体に所属する者をもって構成する。

（１）三鷹青年会議所

（２）三鷹商工会青年部

（３）ＪＡ東京むさし三鷹地区青壮年部

（４）住民協議会

（５）三鷹「まち活」塾

（６）杏林大学

（７）国際基督教大学

（８）ルーテル学院大学

（９）特定非営利活動法人みたか市民協働ネットワーク

（ ）三鷹市

（ ）前各号に掲げる者のほか、実行委員会が特に必要と認める者 

（委員の任期） 
第４条 委員の任期は、平成 年３月 日までとする。 

（役員） 
第５条 実行委員会に、次に掲げる役員を置く。

（１）委員長

（２）副委員長 ３人 



 

（委員長） 
第６条 委員長は、実行委員会を総理し、副委員長は、委員長を補佐する。 
２ 委員長不在のときは、副委員長がその任務を代理する。 

（会議） 
第７条 実行委員会の会議は、定例的に開催する 
２ 実行委員会の会議は、委員長が招集し、議長となる。 
３ 実行委員会の会議は、第２条に規定する事項について協議及び検討する。 
４ 実行委員会の会議の議事は、出席者の過半数をもって決し、可否同数のとき

は、議長の決するところによる。 

（部会） 
第８条 実行委員会は、ディスカッションの運営を円滑に行うため、部会を設置

し、開催することができる。 

（事務局） 
第９条 実行委員会に事務局を設置する。 

附 則 
この要綱は、平成 年 月４日から施行する。 



 

３ みたかまちづくりディスカッション実行委員会 名簿

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※◎は実行委員長、○は副実行委員長 
 

実行委員会のメンバーは、三鷹青年会議所、三鷹商工会青年部、ＪＡ東京むさし

三鷹地区青壮年部、住民協議会、三鷹「まち活」塾修了生、大学生、ＮＰＯ等の多

様な団体で構成した。 
 
 

みたかまちづくりディスカッション事務局 
ＮＰＯ法人みたか市民協働ネットワーク 二浦孝彦、岩本祐樹、高橋由紀子 
三鷹市企画部企画経営課 山中俊介、篠田友博、萩原潤一、 

山地秀享 

　　 氏名 　　 氏名

吉田　純夫　◎ 物江　純子

星野　愼児　○ 米澤　武久

根岸　隆好　○ 那須野　昌

清水　嘉寛　○ 鬼村　愛香

淺野　清貴 三宅　利智

竹内　英夫 柳田　優子

石井　徹 山内　崇意

渡邊　幸治 清河　素晴

山本　達也 岡田　裕一

箕輪　宗夫 小澤　敏男

石崎　明 鈴木　千賀子

上田　千晶 四柳　千夏子

倉林　孝明 山田　義剛

千倉　徳誠 吉野　貴久

芳賀　大輝
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無作為抽出の市民参加による
「北野の里（仮称）まちづくりワークショップ」を開催

　これまでB型肝炎ワクチンの予防接種は任意接種（有
料）でしたが、10月から予防接種法による定期接種（無
料）になりました。
　B型肝炎は、ウイルス感染によって発症する肝臓の病
気で、主に血液や体液の直接接触で感染します。一過性
の感染で終わる場合と感染状態が続く場合（キャリア）
があり、キャリアになると慢性肝炎を発症したり、さ
らには肝硬変や肝臓がんなど命に関わる病気を引き起
こすこともあります。

平成28年4月1日以降生まれの1歳未満のお子さん
※母親がHBs抗原陽性（B型肝炎キャリア）のお子さん

で、健康保険で同ワクチンの接種を受けたことがあ
る方を除く。

◆接種回数
　3回（27日以上の間隔を置いて2回、初回接種から
139日以上経過後に1回）
※標準的な接種スケジュールは、1回目＝生後2カ月、

2回目＝生後3カ月、3回目＝生後8カ月まで。
※9月までに任意接種を受けた場合は、残りの回数分

を定期接種とします（任意接種の費用の払い戻しは
できません）。

◆接種方法
　市から送付される予診票を市内協力医療機関へ（市内
協力医療機関は、予診票に同封の一覧または市ホーム
ページでご確認ください）
※4〜7月生まれのお子さんには、9月末に予診票を送

付しました。8月以降生まれのお子さんには、ヒブ・
小児用肺炎球菌ワクチンの予診票と合わせて生後2
カ月ごろに送付します。

10月からB型肝炎ワクチンの
定期接種が始まりました

総合保健センター☎46-3254

10月は環境にやさしい
買い物キャンペーン月間
─マイバッグキャンペーンを実施します

　環境に配慮した買い物の実践を呼び掛け、特に
レジ袋の一層の削減を推進するため、三鷹駅南口
と市内のごみ減量・リサイクル協力店で啓発用ポ
ケットティッシュを配布します。

10月18日㈫＝三鷹駅南口、20日㈭・24日㈪
＝ごみ減量・リサイクル協力店、いずれも午後5時
〜6時
◇ボランティアとして参加しませんか
　三鷹駅南口でキャンペーンに協力していただけ
る方を募集します。

10月11日㈫までに必要事項（11面参照）・学
生は学校名と学年を同課☎内線2535・ 47-
5196・ gomi@city.mitaka.tokyo.jpへ

　粗大ごみ受付センターのホームページが10月1日に
リニューアルしました。フリーメールのアドレスでの申
し込みが可能になったほか、利用可能なブラウザ（※）も
増えました。品目の追加・変更・キャンセルの手続きも
24時間インターネットで受け付けできます（定期保守に
よるサービス停止あり）。
※利用可能なブラウザ
Internet Explorer 9〜11／ Microsoft Edge 20／
Google Chrome 49／ Safari 9／ Mozilla Firefox 45

ごみ対策課☎内線2533

◆粗大ごみの申し込み(先着制。年末年始を除く）
粗大ごみ受付センター https://www.tokyo 

sodai.jp/mitaka/index.html（24時間受付）・☎
03-5715-1212（月〜土曜日午前8時〜午後7時）へ
※インターネットの申し込み品目にない粗大ご

みは、電話でお申し込みください。
※粗大ごみ処理手数料の減免制度を利用する方

は、申し込み後の追加・変更・キャンセルはで
きません。

　国土交通省・東日本高速道路㈱・中日本高速道路㈱が進めている「東京外かく環状道路」の整備
事業を契機として、市では、新たなふれあいの里として「北野の里（仮称）」の整備に向けた取り組
みを進めています。このたび、同道路中央ジャンクション（仮称）の蓋（ふた）かけ上部空間などの
利用方法や、周辺地域のまちづくりについて、市民のみなさんに検討していただくワークショッ
プを国・都との協働で開催します。
　ワークショップでは、幅広いご意見を今後策定予定の「北野の里（仮称）のまちづくり整備計画」
に反映するため、地域の関係団体の方（30人）に加え、無作為抽出方式で地域のみなさんから参加
者を約10人募集します（※）。該当の方には、9月末に参加依頼書を送付しました。自宅に届いた
方は、ぜひ承諾いただき、ワークショップにご参加ください。
※東部地区（北野・牟礼・新川・中原）在住の18歳以上の市民の中から無作為に抽出した約250人

のうち、承諾いただいた約10人に参加していただきます（承諾者が多数の場合は抽選）。

11月6・27日、平成29年2月5日の日曜日午後1時〜5時（11月6日は午後1時30分から）
ふじみ衛生組合

※傍聴の募集は、今後の『広報みたか』や市ホームページでお知らせします。

◆これまでの経過
　平成20年度の「東京外かく環状道路中央ジャンクション地区検討会」で市民のみなさんからい
ただいた意見をもとに国・都が策定した「対応の方針」に基づき、25年度に「北野の里（仮称）を中
心としたまちづくりワークショップ」を国・都との協働で開催しました。今年3月には、「北野の
里（仮称）まちづくり方針」を策定し、今後のまちづくりの進め方などを定めました。2回目の開催
となる今回のワークショップでは、これらの経過を踏まえ、より具体的な実施内容などについて
検討します。

まちづくり推進課☎内線2864

東京外かく
環状道路 北野の里（仮称）

　都心から約15㎞の圏域
を環状に連絡し、首都圏
の交通ネットワークを支
える延長約85㎞の道路で
す。三鷹市では、中央自動
車道と接続する中央ジャ
ンクション（仮称）や東八
道路にインターチェンジ
が整備される計画です。

　「第4次三鷹市基本計画」「三
鷹市土地利用総合計画2022」
などの中で、中央ジャンクショ
ン（仮称）蓋かけ上部に新たに
創出される空間を含む周辺一
帯を北野の里（仮称）と位置付
け、「緑と水の公園都市」を象
徴する空間として新たなふれ
あいの里を創出します。

N

S

東八道路

中央道

北野の里
（仮称）

外環道路
（点線は地下部）

　市では、建設から50年が経過し老朽化が進んでいる市庁舎
（昭和40年築）について、建て替えに向けた調査・研究を開始し
ました。
　今年4月に発生した熊本地震では県内の市役所・町役場の庁
舎が甚大な被害を受けるなど、災害時における庁舎機能の重要
性が改めて認識されました。そこで、建て替えに向けた基本的
な方向性などを迅速かつ多角的に検討するため、三鷹まちづく
り総合研究所（※1）に学識経験者を交えた「庁舎建て替えに向け
た基本的な枠組みに関する研究会（※2）」を設置し、9月21日に
第1回会議を開催しました（写真）。
　研究会では、これからの庁舎に求められる機能のほか、建て替
えに向けた事業手法やスケジュール、市民参加のあり方などをさ
まざまな視点で検討し、平成29年3月までに中間報告を、30年6
月までに最終報告を行います。その後、市民のみなさんのご意見
を伺いながら、具体的な方向性を基本構想として取りまとめる予
定です。
※1  総合的なまちづくりに資する調査研究を行うため、市とNPO

法人三鷹ネットワーク大学推進機構が共同設置する組織。
※2 同研究会の研究委員として委嘱した学識経験者
・亜細亜大学都市創造学部教授の松岡拓公雄さん
・武蔵野美術大学造形学部教授の齋藤啓子さん
・工学院大学建築学部教授の村上正浩さん
・㈱住環境計画研究所最高顧問研究員の村越千春さん
・�NTTネットワーク基盤技術研究所主席研究員の松本公秀

さん
・UR都市機構多摩エリア担当部長の木村政喜さん

北野の里（仮称）のまちづくりを一緒に考えませんか市庁舎の建て替えに向けた
調査・研究を開始しました

企画経営課☎内線2112

身近な暮らしの中で にご協力ください

粗大ごみのインターネット申し込みが
便利になりました ごみ対策課☎内線2533

ごみの減量
10月1日は世界食糧デー
─家庭でのフードロス（食品の廃棄）を

減らしましょう

　世界では9人に1人が飢餓に苦しんでいる一方で、
作られた食料の3分の1が捨てられています。日本で
も、年間約632万トンの食品が廃棄されており、これ
は、都民1,300万人が1年間に食べる量に相当します。
みなさんのご家庭でもフードロスを減らす工夫をお
願いします。
◇家庭でのフードロスを減らす工夫
・食材を買い過ぎず、使い切り、食べ切るようにす

る。買い物前に、冷蔵庫や戸棚などにある食材の在
庫確認も忘れずに。

・買い物時は、手前に陳列されているものから選ぶ。
正しく保存して消費期限内に食べ切れば品質に変
わりはありません。

2広報みたか　No.1580　2016.10.2※はがき、ファクス・電子メールによる申込は11面記入例の内容・特記事項を必ず記載してください。

市外局番「0422」は省略しています。市役所各課のファクス番号は市ホームページ「各課ご案内」から確認いただけます。

広報
No.1588│平成29年│2017.2.5

4月から汚れたプラスチックは
「燃やせるごみ」でお出しください	 2面

臨時福祉給付金（経済対策分）の
お知らせ	 2面

確定申告の提出は3月15日㈬まで	 3面

市からのお知らせ	 11面から

三鷹の森ジブリ美術館
来場者1,000万人達成	 12面

今号の紙面から

©2001
スタジオジブリ

毎月第1・第3日曜日発行
広報みたかはシルバー人材セン
ターの会員がお届けしています。

発行：三鷹市／編集：秘書広報課
〒181-8555 三鷹市野崎1-1-1
法人番号：8000020132047

☎0422-45-1151㈹

http：//www.city.mitaka.tokyo.jp/

http：//www.city.
mitaka.tokyo.jp/i/

市役所代表電話

ホームページ
（パソコン・スマートフォン用）

携帯サイト

三
鷹
市
長

市
役
所
庁
舎
は
52
歳
！

庁
舎
建
て
替
え
の
検
討
を
開
始

　
三
鷹
市
で
は
、
平
成
28（
２
０
１
６
）年
3
月
に
確
定
し

た『
第
4
次
三
鷹
市
基
本
計
画（
第
1
次
改
定
）』で
も
、
最

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
に「
都
市
再
生
」を
位
置
付

け
、
公
共
施
設
を
市
民
の
皆
様
に
安
心
し
て
ご
利
用
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、
耐
震
化
や
老
朽
化
対
策
と
し
て
の
建
て

替
え
や
改
修
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
小
・
中
学
校
の
校
舎
や
体
育
館
、
保
育
園
等
の
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
施
設
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
耐
震

化
対
策
を
優
先
し
て
計
画
的
に
進
め
、
ほ
ぼ
完
了
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
今
春
に
オ
ー
プ
ン
す
る「
三
鷹
中
央
防
災
公

園
・
元
気
創
造
プ
ラ
ザ
」は
、
耐
震
化
・
老
朽
化
対
策
が
必

要
で
あ
っ
た
複
数
の
公
共
施
設
を
集
約
し
た
施
設
で
す
。

　
さ
て
、
平
成
28
年
4
月
に
熊
本
県
を
中
心
に
大
き
な
地

震
が
発
生
し
、
県
内
の
市
役
所
や
町
役
場
等
が
損
壊
す
る

な
ど
大
き
な
被
害
を
受
け
、
業
務
が
停
滞
し
た
こ
と
か
ら
、

災
害
時
の
拠
点
機
能
を
果
た
す
上
で
の
庁
舎
の
重
要
性
が

再
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
三
鷹
市
役
所
の
本
庁
舎
は
昭
和
40（
１
９
６
５
）年
に
竣

工
し
ま
し
た
の
で
、
今
年
52
歳
で
す
。
こ
の
間
、
耐
震
補
強

や
老
朽
化
対
策
工
事
を
し
て
い
ま
す
が
、
建
て
替
え
の
必

要
性
が
あ
り
ま
す
。
庁
舎
の
建
て
替
え
は
決
し
て
容
易
な

事
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
市
で
は
昨
年
8
月
に
、
三

鷹
ま
ち
づ
く
り
総
合
研
究
所
に「
庁
舎
等
の
建
て
替
え
に
向

け
た
基
本
的
な
枠
組
み
に
関
す
る
研
究
会
」を
設
置
し
、
建

築
や
防
災
等
の
専
門
家
の
皆
様
を
中
心
に
、丁
寧
な
調
査
・

検
討
を
進
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す（
写
真
）。

　
1
月
23
日
～
27
日
に
は
、
市
役
所
に
来
訪
さ
れ
た
市
民

の
皆
様
に
、「
市
庁
舎
等
建
て
替
え
に
向
け
た
ア
ン
ケ
ー

ト
」を
実
施
し
、
2
月
5
日
か
ら
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

同
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
い
た
し
ま
す（
2
面
参
照
）。

　
新
た
な
庁
舎
は
、
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
安
全
で
便
利

な
庁
舎
で
あ
る
と
と
も
に
、
市
役
所
の
職
員
が
適
切
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
効
率
的
に
提
供
す
る
場
で
あ
る
こ
と
も
求

め
ら
れ
ま
す
。
多
元
的
視
点
で
建
て
替
え
を
考
え
る
た
め

に
は
、
利
用
環
境
調
査
や
適
切
な
費
用
の
在
り
方
に
つ
い

て
も
検
討
が
必
要
で
す
。
市
民
の
皆
様
に
愛
さ
れ
る
庁
舎

を
目
指
し
て
、
今
後
と
も
、
市
民
の
皆
様
と
の
協
働
の
視

点
を
大
切
に
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

市外局番「0422」は省略。 主催者  日時・期間  対象・定員  場所・会場  講師  費用  持ち物  申込方法  問い合わせ  保育あり  手話（要約筆記）あり

市長コラム

昨年9月21日に開催した「庁舎等の
建て替えに向けた基本的な枠組み
に関する研究会」にて

ケーブルテレビの広報番組
「みる・みる・三鷹」では「市
長のひとことコーナー」を放
送しています（放送時間は12
面参照）。

市長の　　　　 コーナーひと
　こと

三鷹の森アニメフェスタ2017 3月4日㈯・5日㈰
芸術文化センター
星のホール

　三鷹の森ジブリ美術館が厳選した世界の傑作アニメーションや、全国のアニメーション作
家による力作を上映します。感動と発見の2日間。どうぞお楽しみください。

③『霧の中のハリネズミ』
（ユーリー・ノルシュテイン／1975年／10分／ロシア）

　友達の子グマの家へと夕
暮れの野原を急ぐハリネズ
ミのヨージック。いつの間
にか立ち込めた霧の中をさ
まよってしまいます。ロシ
アの巨匠による切り絵アニ
メーションを、デジタルリ
マスター版でお届けします。

第一部・第二部ともに招待
席200人（右記）、当日席50人（先
着制）

三鷹の森ジブリ美術館☎0570-
055777（ごあんないダイヤル）、市
コミュニティ文化課☎内線2515

◆「アニメーション古今東西 その14」にご招待します
各回200人（市民＝40組160人〈1組4人まで〉、市外＝20組40人〈1組2人まで〉）
2月20日㈪（必着）までに、はがきで代表者の必要事項（11面参照）・参加人数・

希望回（第一部・第二部のいずれか）を「〒181-0013下連雀1-1-83三鷹の森ジブ
リ美術館『三鷹の森アニメフェスタ』係」へ（1組1通。申込多数の場合は抽選）
※当選者にのみ2月23日㈭以降に招待状を送付します（電話確認は不可）。

「お天気とアニメーション」
　快晴の青空、あるいは嵐や雪など、天気の多様な表情を描くためにさまざまな工夫が凝らされた古今東西の短編作
品を、世界中から集めて上映します。※①～⑥は年代順（当日の上映順ではありません）。6作品ほか上映予定。

©2016 F.S.U.E.  C&P SMF

© 2009 Studio Ghibli

アニメーション古今東西 その14 3/4㈯

⑤『父と娘』（旧題：『岸辺のふたり』）
（マイケル・デュドク・ドゥ・ヴィット／2000年／9分／イギリ
ス・オランダ）
　幼い頃に別れた父の面影を求め、雨の日も風の日も水面の先を見
つめる少女。移ろいゆく風景と女性の一生がシンプルな線で詩情豊

かに描かれ、父娘の絆が世界中
を静かな感動に包み込んだ傑作
です。

④『悲しみの白クマ』
（コ・ホードマン／1992年／8分／カナダ）
　カナダ国立映画制作庁を代表する作家による、切り
紙の立体アニメーション。極北の地を舞台に、素材の異
なる紙で白クマなどさまざまな動物の繊細な動きを表
現しています。

⑥『piece』
（百瀬ヨシユキ／2009年／6分／
日本）
　新たな映像表現の可能性を追求
するスタジオジブリの百瀬ヨシユ
キ監督が手がけた、女優で歌手の
新垣結衣のミュージック・ビデオ
作品。街に出た孤独なヒロインが、
何気ない出来事から笑顔を取り戻
していく物語です。

第一部

①『くもとちゅうりっぷ　デジタル修復版』
（政岡憲三〈脚色・演出・撮影〉／1943年／16分／日本）
　獲物を狙うクモとかわいいテントウムシの女の子の
物語で、戦時下とは思えない叙情性をたたえています。

「日本のアニメーションの父」と呼ばれる政岡憲三の作品
を、デジタルリマスター版としてよみがえらせました。

②『ねずみのよめいり』
（白川大作・月岡貞夫／1961年／14分／日本）
　日本の十大昔話の一つを、東映動画で活躍した白川
大作と月岡貞夫が共同演出し、太陽や雲、風を独特な擬
人化で表現。高畑勲・宮崎駿両監督の師匠である名ア
ニメーター・森康二による愛らしいキャラクターも見
どころです。

午前11時～午後0時30分ごろ

©2000-Cloudrunner Ltd and CinéTé 
Filmproduktie bv

200人
当日会場へ（先着制）
㈲そーほっと☎70-3705、

市生活経済課☎内線2544
　全国から寄せられた応募
作品を厳選して上映し、プ
ロの審査員によるグランプ
リと、来場者による市民審
査員賞を決定します。当日

は上映作品の作家も壇上に上がり、作品や制作の
裏側を紹介します。
　また、中原小学校の児童が制作したアニメーショ
ン作品の上映も行います。

午後1時30分～
4時ごろ（1時開場）

あなたの1票が
未来の巨匠を
生む…かも!?

第15回 インディーズ
　アニメフェスタ

才能あふれる
新人クリエーターを

発掘！

5㈰
3

第89回アカデミー賞長編アニメーション映画部門ノミネート作品
『レッドタートル ある島の物語』特別上映と
ゲストのトークショー　午後2時30分～5時ごろ

『レッドタートル　ある島の物語』
（マイケル・デュドク・ドゥ・ヴィット／2016
年／81分／日本・フランス・ベルギー）
　嵐の海から無人島にたどり着き、必死に
脱出を試みるものの、見えない力で何度も
引き戻されてしまう男の前に、ある日一人
の女性が現れます。美しい自然とその厳し
さを背景に、男の一生を描いた物語。
　『父と娘』（左記⑤）の監督がシナリオ・
絵コンテから効果音・音楽に至るまでス
タジオジブリと打ち合わせを重ね、8年の
歳月をかけて完成した意欲作です。
　上映後は、すみだ水族館館長の山内將生さんと生物資源科学博士の中坪俊之さ
んをお招きし、映画にも登場するウミガメの魅力をたっぷりと伺います。司会・
聞き手は、フリーアナウンサーの小島一宏さん。当日は、同センター展示室で本
物のアオウミガメを間近に鑑賞できるワークショップも行います（参加自由）。

©2016 Studio Ghibli – Wild Bunch - Why 
Not Productions - Arte France Cinéma - CN4 
Productions - Belvision - Nippon Television 
Network - Dentsu - Hakuhodo DYMP – Walt 
Disney Japan - Mitsubishi – Toho

第二部

　家庭から出されるプラスチックは原則としてリサイクルしてい
ますが、水で流したり拭いても汚れが取れないプラスチック（※）
はリサイクルできないため、「燃やせないごみ」として収集してき
ました。
　市では、平成25年の可燃ごみ処理施設「クリーンプラザふじみ」
の稼働開始による焼却能力の向上と、町会・自治会・ごみ処理業
者などの推薦者で構成する「ごみ減量等推進会議」の提言を受け、4
月からは汚れたプラスチックを「燃やせるごみ」として収集します。
なお、汚れていないプラスチックは、従来通り、「プラスチック類」
の収集日に収集します（週1回、無料）。

（※）マヨネーズなど中身が残ったチューブ状の容器、油やソース
などが付着した弁当容器、納豆やレトルト食品のパックなど。

「汚れたプラスチック」収集方法の変更点
3月まで＝「燃やせないごみ」として月2回収集
4月以降＝「燃やせるごみ」として週2回収集
※いずれも市の指定収集袋（有料）を使用。

変更の目的
・利便性の向上…家庭で保管する期間が短縮され、害虫や臭いの

発生を抑えることができます。
・リサイクルされるプラスチックの品質の向上…分別の促進によ

り、汚れたプラスチックの混入を防ぎます。

◆支給対象となる可能性のある方には、2月20日㈪から世帯主宛てに申請書を送付します
　平成26年4月の消費税率引き上げによる負担の影響を緩和するため、住民税非課税の方に
同給付金を支給します。今回の給付金は、消費税率を10％へ引き上げる際に導入を予定し
ていた軽減税率の適用が2年半延期されたことを踏まえ、国の経済対策の一環として、29年
4月〜31年9月の2年半分を一括して支給するものです。
※平成28年度臨時福祉給付金（28年9月〜29年1月受付）とは別に支給される給付金です。
◇支給対象
　28年1月1日（基準日）時点で三鷹市に住民登録がある方で、次の全てに該当する方
・28年度住民税（均等割）が課税されていない
・28年度住民税（均等割）課税者に扶養されていない（控除対象配偶者、配偶者特別控除を受

けている配偶者、扶養親族、事業専従者は対象外です）
・生活保護などを受給していない
※基準日から支給決定日までに亡くなった方は対象外です。
※DV被害などで住民票を移さずに三鷹市にお住まいの方は、ご相談ください。
◇支給額　1人15,000円（1回限り）
◇申請方法
　6月30日（消印有効）までに、申請書に同封の返信用封筒で必要書類を返送してください。
※支給開始は3月末以降です（口座振り込み）。
◆相談窓口を開設します

2月20日〜6月30日の平日午前9時〜午後5時
市役所第二庁舎4階

　市では、建設から50年以上が経過し老朽化が進んでいる市庁舎（昭和
40年築）について、建て替えに向けた調査・研究を開始しています。昨年
8月には、三鷹まちづくり総合研究所（※）に学識経験者を交えた「庁舎等
の建て替えに向けた基本的な枠組みに関する研究会」を設置し、これから
の庁舎等に求められる機能や建て替えに向けた事業手法などの検討を行
っており、3月に中間報告をまとめる予定です。
　そこで、広く市民のみなさんから市庁舎等の建て替えに関するご意見
やご提案を伺い、中間報告などの参考にさせていただくため、市ホーム
ページでアンケートを実施します。7項目、所要時間5分程度で回答いた
だけるアンケートです。ぜひご協力ください。

（※）総合的なまちづくりに資する調査研究を行うため、市とNPO法人三
鷹ネットワーク大学推進機構が共同設置する組織。

◆回答方法　市ホームページのトップページ左側中段「アンケート」→「市庁
舎等建て替えに向けたアンケート」へ

2月5日㈰〜12日㈰
18歳以上の市民

　これまで、三鷹市に本籍がある市外在住の方が戸籍関係証明書（戸籍謄〈抄〉本・附
票）を取得するには、三鷹市へお越しいただくか郵送での請求が必要でしたが、2月
2日から、下記手続きを済ませたマイナンバーカードの利用で、多機能端末機（マル
チコピー機）のある全国のコンビニエンスストアで三鷹市の戸籍関係証明書を取得
できるようになりました。
※取得できる戸籍は、平成17年11月5日以降の情報が記載された戸籍のみです。
◆利用時間　午前6時30分〜午後11時（年末年始を除く）
◆手続き方法
　マイナンバーカードを用意のうえ、コンビニエンスストアの多機能端末機または
戸籍証明書の利用登録申請サイト https://ks.lg-waps.jp/ksgu/#/で利用登録
申請を行ってください。くわしくは、地方公共団体情報システム機構（J-LIS）ホーム
ページ https://www.lg-waps.jp/01-06.htmlをご覧ください。
※利用登録申請サイトからの申請には、ICカードリーダを装備したパソコンに、申

請のためのソフトウェアをダウンロードする必要があります。
◇マイナンバーカードの取得については、三鷹市マイナンバー特設窓口☎内線
2375にお問い合わせください

①臨時認知機能検査・臨時高齢者講習制度の新設
　75歳以上の運転者が、認知機能が低下したときに
起こしやすい違反行為をした場合は、臨時認知機能
検査を受けることになります。また、同検査を受け、

「認知機能が低下しているおそれがある」と判断され
た場合は、臨時高齢者講習（個別・実車指導）を受ける
ことになります。
②臨時適性検査制度の見直し
　免許証更新時などの認知機能検査で「認知症のおそ
れがある」と判定された高齢者は、違反の有無を問わ
ず、臨時適性検査を受けるか、医師の診断書の提出が
求められます。

③高齢者講習の見直し
　免許証更新時の同講習について、75歳以上の方で
認知機能検査で「認知機能が低下しているおそれがな
い」と判定された方や、70〜74歳の方の講習は2時間
に短縮され、そのほかの方の講習は、個別指導を含む
3時間に延長されます。
④準中型自動車・免許の新設（18歳から取得可）
　同免許では、車両総重量7.5t未満（最大積載量4.5t
未満）の準中型自動車を運転できます（普通自動車の
運転も可）。なお、改正前の普通免許・中型免許を取
得している方は、改正後も同じ範囲の自動車を運転で
きます。

ごみ対策課☎内線2535

汚れたプラスチックは
「燃やせるごみ」で
お出しください

4月
から

企画経営課☎内線2109

「市庁舎等建て替えに向けた
アンケート」にご協力ください

三鷹市臨時福祉給付金コールセンター☎44-3106（6月30日㈮までの平日午前
9時〜午後5時）　※電話のかけ間違いにご注意ください。

臨時福祉給付金（経済対策分）のお知らせ

市民課☎内線2334

三鷹市に本籍がある方は
全国のコンビニエンスストアで
戸籍関係証明書が
取得できるようになりました

マイナンバーカードがあれば！

マイナンバー広報キャラクター
「マイナちゃん」

3月12日㈰から改正道路交通法が施行されます

　1次募集の状況などにより、2次募集の申し込みを
受け付けています。各保育園の募集状況は、市ホー
ムページまたは同課の掲示で確認できます。

新たに新年度入園を申し込む方、一斉受付期間
中に申し込み済みで希望園を変更したい方

2月10日㈮午後5時までに同課へ
※1次選考で内定しなかった方は、希望園で追加募

集があった場合に自動的に2次選考の対象にな
ります（申し込み不要） 。

※2次募集の内定通知は、3月6日㈪に発送します。

子ども育成課（市役所4階45番窓口）
☎内線2732

警視庁運転免許本部☎03-6717-3137、市道路交通課☎内線2883

市ホームページで実施中

　高齢運転者の交通安全対策の推進のため、加齢による認知機能の低下に着目した検査や制度の新設・見直し
が行われます（①〜③）。また、貨物自動車による交通死亡事故の削減と若年者の雇用促進のため、自動車の区
分に準中型自動車が加わり、これに対応する運転免許が新設されます（④）。

給付金を装った「振り込め詐欺」や「個人情報の詐取」にご注意ください！

保育園などの
2次募集の受付
（4月1日入園）

2広報みたか　No.1588　2017.2.5※はがき・ファクス・電子メールによる申込は11面記入例の内容・特記事項を必ず記載してください。

市外局番「0422」は省略しています。市役所各課のファクス番号は市ホームページ「各課ご案内」から確認いただけます。
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第１章 現庁舎等の概要

　検討の前提として、現在の市民センター（※1）および教育センターについ
て、敷地・施設の概要をまとめた。また、現在の市民センター内の施設の
うち、特に庁舎棟、議場棟、公会堂には次のような優れた特徴があること
を特記する。
●建築当時としては斬新なデザインであり、第8回BCS賞（※2）を受賞し

ている。
●コア方式によるワンフロア・システムを採用したため、来庁者の見通し

が確保され、その後の組織改正に伴う執務空間の変更などにも柔軟に対
応できている。

●開館当初から執務室を禁煙とし、完全分煙としている。
●近年では、情報セキュリティマネジメントシステムや環境マネジメント

システムの運用にも取り組んでいる。
※1　庁舎棟、第二・第三庁舎、議場棟、三鷹市公会堂（さんさん館を含む）、市民

総合体育館（平成29年度以降除却予定）、福祉会館（29年度除却予定）ならび
にそれらの敷地。

※2　建築業協会（現・日本建設業連合会）が行っている、国内の優秀な建築作品の
表彰。

第2章 現庁舎等の課題と建替えの必要性
　現庁舎等の課題を整理し、建替えの必要性について研究会としての考え
方をまとめた。

課題１  耐震性能
　現庁舎等は新耐震基準で求められるIs値0.6を確保しているが、国では、
災害応急対策活動に必要な建築物のうち特に重要なものについては、大地
震後も構造体の補修をすることなく使用できるよう、Is値0.9以上を目標値

としている。また、熊本地震では、耐震補強工事後の庁舎にも被害が生じ
た教訓を踏まえると、三鷹市の庁舎についても、国の目標値を参考にしな
がら、耐震性能を向上させることが必要である。

課題2  建物の老朽化
　鉄筋コンクリート造および鉄骨コンクリート造の建物の耐用年数は60
年程度とされている中、現庁舎等は建築、設備ともに全体的に経年劣化が
進んでおり、給排水設備の主配管や、庁舎棟全体の大型空調機などの更新
が必須となる。しかし、こうした基幹的な設備の更新は、庁舎機能の一時
停止、困難な施工、景観への悪影響などの課題があるうえ、多額の投資を
必要とする。

課題3  時代の変化への対応
　多様化する市民ニーズに対応するための利用空間・執務空間の改善、さ
らなるバリアフリー化とエネルギー効率の向上、狭あい化と庁舎機能の分
散化の解消などは、現庁舎等での改修では限界がある。
　こうした課題の整理を踏まえると、平成37（2025）年に築60年を迎え
ることを一つの契機として現庁舎を建替えることは、時宜にかなったもの
であり、速やかに具体的な検討に入ることが望ましい。

第3章 新庁舎等の整備に向けた基本的な考え方
　市の最上位計画である『三鷹市基本構想』は、「人間のあす

4 4

へのまち」を
基本目標に掲げている。したがって、新庁舎等の整備に向けた基本理念
も、「『人間のあす

4 4

へのまち』を象徴する新庁舎等」とすることが望ましい。
　また、市民満足度の高い次世代型の庁舎を検討すべきとの観点から、コ
ンセプトに通底する基本的な考え方として、3点の「基本方針の『基礎』」を
提案する。
　そのうえで、建物のコンセプトを検討するに当たり重要な柱となる「人間」

三鷹まちづくり総合研究所
「庁舎等建替えに向けた基本的な枠組みに関する研究会」

から報告書が提出されました

　市では、公共施設の耐震性の確保や効率的な維持・保全・活用に向
けた「都市再生」の取り組みとして、防災活動の拠点となる消防団詰所
や避難所となる学校、コミュニティセンターの耐震化を平成28年度
に完了しました。また、老朽化し耐震性に課題のあった複数の公共施
設を、29年4月にオープンした「三鷹中央防災公園・元気創造プラザ」
に集約しました。
　そこで次に大きな課題となるのが、建設から50年以上が経過した
市庁舎等の建替えです。市庁舎は市民自治の拠点であるとともに、発
災時には災害対策支援の拠点となる重要な施設です。そのため、28年
3月に改定した『第4次三鷹市基本計画（第１次改定）』でも、「市庁舎建
替えプランの検討」を主要課題に位置づけ、検討手法などの研究を進
めることとしていました。
　こうした中、28年4月に発生した熊本地震は、県内の市役所・町村
役場が大きな被害を受け、庁舎機能を移転せざるを得なくなった自治

体もあるなど、災害時におけ
る庁舎の重要性を再認識さ
せるものでした。そのため、
市では、庁舎等の建替えに向
けた検討を加速化すること
とし、28年9月、三鷹まちづ
くり総合研究所に「庁舎等建
替えに向けた基本的な枠組
みに関する研究会」を設置しました。同研究会では、約10カ月にわた
って調査・研究が行われ、このたび研究会としての提言などが盛り込
まれた報告書が市に提出されました。
　市では今後、報告書を議論の出発点として、広く市民のみなさん
のご意見を伺う多様な市民参加を展開し、「庁舎等整備基本構想（仮
称）」を策定する予定です。

研究会設置の経過と報告書の位置づけ

報告書の概要………………………………………………………………………………………
※同報告書の全文は、市ホームページからご覧いただけます。

現在の三鷹市庁舎
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「時間」「空間」の観点から、11の基本方針を提案する（下記イメージ図参照）。

第4章 新庁舎等の位置
　都市化した三鷹市で新たな用地を確保することは困難であることを踏ま
え、現在の市民センターの位置が新庁舎の整備に適しているか否かの検証
を行いつつ、他の市有地での整備の可能性を検討した。市庁舎の位置につい
て、地方自治法は、住民の利用に最も便利であるように、交通の事情や他の
官公署との関係などを考慮することを求めている。こうした観点から、現在
の市民センターの位置を検証すると、次のような利点が挙げられる。
●「三鷹市役所前」バス停から各方面へのバス便は早朝、深夜を含めて充実
しており、利便性が高いと考えられる。
●他の官公署等との関係としては、三鷹警察署、三鷹消防署、JA東京むさ
し三鷹支店、三鷹郵便局などと近接している。
●三鷹市域全体でみた地理的重心（市域の外周円の中心点）と人口重心（市
域内の人口が全体として平衡を保つことのできる点）は、ともに市民セ
ンターの近くにある。
　また、市のまちづくりの観点から見ると、市民センターの隣地にオープン
した三鷹中央防災公園・元気創造プラザと新庁舎等が近接することは、市
民サービスの向上、にぎわいの創出、市民の安全安心に大きく寄与する。研
究会で実施した市民アンケート（回答数：447人）でも、現在の市役所の場所
について、「便利だ／満足だ」と「普通だ」との回答が約8割を占めている。
　一方、一定の面積を有する他の市有地（井口特設グラウンド用地、環境
センター跡地、三鷹駅南口中央通り東地区再開発エリア）はいずれも、立
地や面積などに課題がある。こうしたことから、新庁舎等は、現在の市民
センター用地に再整備することが望ましい。

第5章 市民参加・学識参加・職員参加等
　三鷹市は、市民会議・審議会、パブリックコメント、まちづくりディス
カッション、市民意向調査などの豊富な市民参加の取り組みの実績を有し
ている。従って、新庁舎等の整備に向けた市民参加としても、これまで実
践してきた多様な手法を適宜選択しながら、市民意見の反映を図ることが
効率的かつ効果的である。
　また、市議会での「市庁舎・議場棟等建替え検討特別委員会」の設置が見
込まれることから、議会と連携しながら検討を進めていく必要がある。さ
らに今後、設計業務、工事請負業務などを民間事業者との契約によって進
めていく際には、学識者の知見が有効であり、助言者会議などを設置する
ことが望ましい。機能的・効率的で生産性の高い新庁舎等とするためには
職員参加による検討も必須である。

第6章 規模と事業費の想定
　新庁舎等の規模と事業費のシミュレーションを行った。
　基本条件として、①現在の庁舎棟、議場棟、三鷹市公会堂、第二・第三
庁舎、教育委員会事務局を一体的に整備することや、②議員定数と職員数
をほぼ現行どおりとすることなどを仮定したうえで、総務省が示した基準
などを参考にシミュレーションを行うと、想定延べ床面積は約26,000㎡
となる。さらに、一定の公共・公益施設の集約に伴う面積増を仮定する
と、全体の想定延べ床面積は約30,000㎡となる。
　一方、工事費については、他の自治体の実績や東京都が示す標準建物
単価を勘案しながら1㎡当たりの単価を想定したうえで事業費を試算する
と、約30,000㎡の延べ床面積の場合、建築費は140～170億円となる。
　こうした試算を参考にしながら今後、図書館を取り込んだ再整備、子ど
も・子育て支援や健康福祉、地域活性化などの機能の複合化、さらには、
隣接する三鷹郵便局との一体的な整備など、さまざまなプランが検討され
ることを期待する。

第7章 整備手法と整備スケジュール
　庁舎等の建替えのためのさまざまな整備手法のメリット、デメリットを
整理するとともに、想定される整備スケジュールを示す（下図参照）。
　近年、都市部の自治体では、庁舎の建替えに際し、商業施設や住宅など
との合築を行う実例があるが、現在の市民センター内での再整備を前提と
すると、立地などの条件からある程度オーソドックスな手法とならざるを
得ない。ただし、いずれの手法を採用するとしても、いわゆるコンストラ
クション・マネジメント方式（※）を採用することが望ましい。
　なお、今後のスケジュールの想定は下図のとおりであるが、現在の庁舎
等の老朽化を勘案すると、さまざまな手法を検討することによって、さら
なる短縮化に向けた調整が望まれる。

※建設プロジェクトの企画、設計、発注、工事、引き渡しの各段階において、マネ
ジメントの視点から品質向上やコスト適正化に取り組む手法。

　建設から50年以上が経過した庁舎等の建替えを検討するため、三鷹
まちづくり総合研究所（※）に設置した「庁舎等建替えに向けた基本的な
枠組みに関する研究会」から、6月21日付で市に報告書が提出されまし
た。今号では、同報告書の概要をお知らせします。

都市再生推進本部事務局☎内線2053
※総合的なまちづくりに資する調査・研究・提言などを行うため、市とNPO法人三鷹ネットワーク大学推
進機構が共同設置している機関。同研究会では、学識経験者6人（亜細亜大学都市創造学部教授の松岡拓
公雄さん〈座長〉、武蔵野美術大学造形学部教授の齋藤啓子さん、工学院大学建築学部教授の村上正浩さ
ん、㈱住環境計画研究所の村越千春さん、NTTネットワーク基盤技術研究所の松本公秀さん、UR都市機
構東日本都市再生本部の木村政喜さん〈29年3月まで〉）と市職員14人が研究員として参加しました。

清原慶子市長に報告書を提出する学識研究員

《基本理念》　「人間のあすへのまち」を象徴する新庁舎等

〈 基本方針の「基礎」 〉

市民に愛される庁舎

まちの記憶を
未来へつなぐ庁舎

未来の市民サービスを
見据えた庁舎

職員が働きやすい庁舎

まちの元気を
創造する庁舎

安全で
開かれた庁舎

議員の活動を
支える庁舎（議場）

【時】 【空】

三鷹に住み、
働き、学び、活動する

市民の
参加と協働の拠点

効率的・効果的な
手法による

整備事業費と
維持管理費の抑制

あらゆる災害・
リスクに対応した

しなやかな
強靱（きょうじん）性の確保

・  ・

市民に信頼される庁舎

環境に配慮した庁舎 景観に配慮した庁舎

地域と共生する庁舎

【人】

【間】

市民 議員 職員

過去
現在
未来

建物
配置
景観

年　度 平成29
（2017）

平成30
（2018）

平成31
（2019）

平成32
（2020）

平成33
（2021）

平成34
（2022）

平成35
（2023）

平成36
（2024）

平成37
（2025）

業　務 基本構想 基本計画 基本設計・実施設計 整備工事

新庁舎等の整備に向けたスケジュール案
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「三鷹市庁舎等整備基本構想策定に向けた基本的な考え方」の全文は市ホームページからご覧いただけます。
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スタジオジブリ

「庁舎等建替えに向けた基本的な考え方」を
まとめました

現在の三鷹市庁舎

　市では、建設から50年以上が経過した市庁舎等の建替えの検討
を、平成28年3月に確定した『第4次三鷹市基本計画（第1次改定）』の
主要事業に位置づけています。
　そこで、28年８月に三鷹まちづくり総合研究所に「庁舎等建替え
に向けた基本的な枠組みに関する研究会」を設置（第1回は9月開催）
し、約10カ月にわたる調査・研究の後、29年6月に提言などが盛り
込まれた報告書が市に提出されました。
　市では、この報告書を踏まえ「三鷹市庁舎等整備基本構想策定に
向けた基本的な考え方」をまとめましたので概要をお知らせします。
今後は、幅広い市民のみなさんのご意見を反映しながら「三鷹市新
庁舎等整備基本構想（仮称）」の策定に向けて取り組みを進めます。

都市再生推進本部事務局☎内線2053

建替えの必要性

新庁舎等の位置 整備対象施設

建物の耐用年数について
　建物の耐用年数は、使用・メンテナンスの状況などの要因により異なるため、正確な年
数を示すことは困難ですが、市庁舎等と同様の鉄筋コンクリート造および鉄骨鉄筋コンク
リート造の建物の耐用年数は60年程度とされています。三鷹市の庁舎棟（本庁舎）、議場棟、
公会堂は平成37（2025）年に築60年を迎えるため、耐用年数の限界が近づいています。

耐震性能について
　市庁舎等は、これまで耐震補強工事を行っており、国の耐震基準で求められるIs値0.6を
確保しています。しかし、28年4月に発生した熊本地震では、耐震補強後の庁舎であるに
も関わらず「倒壊の恐れあり」として庁舎機能を移転せざるを得ない自治体の事例もありま
した。この教訓を踏まえると、これからの市庁舎は、市民生活の安全を守り、災害対策活
動の拠点として十分な機能を発揮するため、大地震後も大規模な補修をすることなく使用
できるよう、Is値0.9以上の確保が必要です。しかし、現庁舎等についてさらに耐震補強工
事を行う場合は、新たな耐震壁の追加による庁舎機能の大幅な低下が想定されます。また、
免震改修工事については、建物構造が複雑なことなどから施工が大変困難です。

　現市民センターの位置は、三鷹市域の地理的重心（野崎一丁目2番付近）および人口重
心（下連雀九丁目1番付近）に近接しており、交通事情や他の官公署との関係性にも優れ
ていることから、地方自治法の規定にかなった立地といえます。また、研究会で実施し
た市民アンケートでは、現在の庁舎の位置について「便利・満足」「普通」との回答が約8
割を占めていることから、一定の評価を得ていることがうかがえます。
　市庁舎等の建替えには非常に大きな用地が必要ですが、市内に新たな用地を確保する
ことは困難です。市
が保有する用地を
活用することも検
討しましたが、現在
の市民センター用
地以外には適切な
市有地はありませ
ん。このため、新庁
舎等は、現在の市民
センター用地に再
整備する方向で検
討します。

　市庁舎等の建替えに当たっては、分散化している庁舎機能の集約、窓口機能の充
実、ユニバーサルデザインへの配慮などが必要不可欠です。このため、市役所（庁
舎棟、第二庁舎、第三庁舎）、議場棟、公会堂、教育委員会事務局を市民センター
内に一体的に再整備することを基本とします。
　さらに、4月にオープンした「元気創造プラザ」との連携による生涯学習の推進、健
康長寿社会の実現および子ども・子育てに関する支援の充実、地域の活性化などの
観点から、そのほかの公共施設を集約して整備する可能性や、研究会から提言のあ
った隣接する三鷹郵便
局（写真奥）との一体的
な整備の可能性につい
ても検討していきます。
　なお、25年度に整備
した「三鷹市公会堂さん
さん館」や市民センター
内に今後整備予定の立
体駐車場、駐輪場、和洋
弓場については整備対
象としません（左図）。
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Ⓟ Ⓟ
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長寿命化について
　現庁舎等の老朽化が進んでいる主要な設備については、庁舎の機能を停止
したうえで大規模改修が必要となるため、更新が困難な状況となっています。
長寿命化を図るために必要な工事（仮設庁舎、耐震改修工事、大規模改修）の概
算事業費は、約70～80億円と想定されます。しかし、こうした高額の事業費
を投じたとしても、研究会で指摘されている現庁舎等が抱える課題である、多
様化する市民ニーズに対応するための利用空間・執務空間の改善や、狭あい
化と庁舎機能の分散化の解消などを抜本的に解決することはできません。ま
た、これらの工事により一定の長寿命化が図られたとしても、耐用年数の課題
から、近い将来には建替えが必要不可欠となります。

　市としては、こうしたことを総合的に検討した結果、庁舎等については建替
えが必要と決断し、具体的な検討を開始することとしました。なお、建替えに
当たっては、市役所や議会としての機能を維持し、行政サービスや議会活動を
継続することを大前提として、最適な整備手法を検討していきます。

　本特集号の内容に関する
ご意見は、都市再生推進本
部事務局☎内線2053まで
お寄せください。

庁舎等建替え
特集号



新庁舎等の整備に向けた基本コンセプト─「人間」「時間」「空間」の三つの視点からのアプローチ

年　度 平成29
（2017）

平成30
（2018）

平成31
（2019）

平成32
（2020）

平成33
（2021）

平成34
（2022）

平成35
（2023）

平成36
（2024）

平成37
（2025）

業　務 基本構想 基本計画 基本設計・実施設計 整備工事

新庁舎等の整備に向けたスケジュール案

整備事業費とスケジュール

基本構想策定に向けた市民参加を展開します

　今後、新庁舎等の規模などを検討するため、現時点では明確な整備事業費をお示し
できる段階にはありません。しかし、財政運営上の課題を検証するために、新庁舎等
を整備する場合の延床面積を30,000㎡、整備事業費を150～200億円と想定した場
合の財政面におけるシミュレーションを行いました。その結果、現在の財政状況およ
び今後の見通しから、庁舎等の建替えに取り組むことは可能と考えています。しかし

ながら、庁舎等の建替えには多額の事業費が必要であり、将来負担が生じるため、引
き続き財政の健全性の維持に努めていきます。
　全体の整備スケジュールについては、現時点では下記のとおりと想定しています
が、今後、「基本構想」「基本計画」の策定や設計業務を行う中で、改めて具体的な竣工
までのスケジュールを示していきます。

29年10月中旬〜11月中旬
市民意向調査
（アンケート）

　庁舎等整備に関する市民のみなさんの意
向などを把握するため、「市民意向調査」を
行います。市民満足度の高い庁舎等の整備
を行うためには、現庁舎等における課題を解
消し、市民ニーズなどに応える機能・デザ
インとすることが必要なことから、「現庁舎
に対する評価」と「新庁舎等に対する期待」に
関する質問を想定しています。なお、調査
は、住民基本台帳をもとに無作為に抽出した
3,500人の方を対象とする予定です。調査書
が届いた際には、ご協力をお願いします。

30年5月（予定）
ワークショップ

（検討会）
　市民センター内に新庁舎等を再整備す
るには、建物の配置計画や整備手法の検討
を十分に行うことが重要です。このため、
配置計画のバリエーションの可能性を検
討するための「ワークショップ」を実施し
ます。なお、配置計画などハード面での検
討には公共施設の建築や防災・行政サー
ビスなどについての専門家の参加が有効と
考えられるため、例えば市民で建築資格な
どを有する方や専門家によるワークショッ
プの実施なども検討していきます。

30年2月（予定）
みたかまちづくりディスカッション

（無作為抽出による市民討議会）
　上記の「基本コンセプト」は、現時点での考え方を表したものです。「み
たかまちづくりディスカッ
ション」では、この基本コ
ンセプトを基に改めて検討
を行います。なお、市民と
の協働のまちづくりを推進
するため、今後、NPO法人
みたか市民協働ネットワー
クとパートナーシップ協定
を締結したうえで、実行委
員会形式にて行います。

このほか、基本構想（素案）を作成した段階でパブリックコメントを実施するなど、幅広い市民のみなさんのご意見を反映しながら取り組みを進めていきます。

《基本理念》
「人間のあすへのまち」を象徴する新庁舎等

〈 基本方針の「基礎」 〉

市民に愛される庁舎

まちの記憶を
未来へつなぐ庁舎

未来の市民サービスを
見据えた庁舎

職員が
働きやすい庁舎

議員の活動を
支える庁舎（議場） 【人】

【時】 【空】

市民 議員 職員

過去
現在
未来

建物
配置
景観

三鷹に住み、働き、学び、活動する
市民の参加と協働の拠点

効率的・効果的な手法による
整備事業費と維持管理費の抑制

あらゆる災害・リスクに対応した
しなやかな強靱性の確保

・  ・

市民に信頼される庁舎

環境に配慮した庁舎 景観に配慮した庁舎

地域と共生する庁舎

まちの元気を創造する庁舎

安全で開かれた庁舎

きょうじん

【間】

古紙配合率100％再生紙を使用
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東京外かく環状道路整備工事に伴う
北野中央通り等の代替道路について 2面

平成30年度私立幼稚園の入園希望者を
募集します 3面

高齢者インフルエンザ予防接種費用を
一部公費負担します 4面

市からのお知らせ 11面から

ガーデニングフェスタ2017 12面
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三
鷹
市
長

市
民
の
皆
様
と
と
も
に

市
庁
舎
等
の
建
替
え
に
向
け
た
準
備
を

築52年を迎えている市庁舎と議場棟の
前で

三
鷹
市
の
庁
舎
棟（
本
庁
舎
）、
議
場
棟
、
公
会
堂
は
、
昭

和
40（
１
９
６
５
）年
に
竣
工
し
、今
年
で
築
52
年
を
迎
え
て

い
ま
す（
写
真
）。
一
般
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
建
物
の

耐
用
年
数
は
60
年
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、耐
震
補

強
工
事
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
公
共
建
築
物
と
し
て
の
一
定

の
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
は
い
ま
す
が
、庁
舎
機
能
を
低
下

さ
せ
ず
に
更
な
る
耐
震
補
強
工
事
は
困
難
な
状
況
で
す
。老

朽
化
対
策
も
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、平
成
24
年
3
月
に
確

定
し
た『
第
4
次
三
鷹
市
基
本
計
画
』で
は
、「
市
庁
舎
建
替

え
等
プ
ラ
ン
の
検
討
」を
主
要
事
業
と
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、三
鷹
市
で
は
平
成
28
年
8
月
に
三
鷹
ま
ち
づ
く

り
総
合
研
究
所
に「
庁
舎
等
建
替
え
に
向
け
た
基
本
的
な
枠

組
み
に
関
す
る
研
究
会
」を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
の
研
究
会

に
は
建
築
や
防
災
、情
報
通
信
等
の
専
門
家
の
方
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、部
長
職
の
職
員
と
協
働
し
て
10
カ
月
に
わ
た

る
調
査
・
検
討
に
基
づ
く
報
告
書
が
、平
成
29
年
6
月
に
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

三
鷹
市
で
は
、
研
究
会
の
報
告
書
の
提
言
を
受
け
て
、

『
三
鷹
市
庁
舎
等
整
備
基
本
構
想
策
定
に
向
け
た
基
本
的
な

考
え
方
』を
ま
と
め
ま
し
た
。
研
究
会
が
実
施
し
た
市
民
の

皆
様
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
現
在
の
市
庁
舎
等
の
位
置
に

「
便
利
・
満
足
」「
普
通
」と
の
回
答
が
約
8
割
を
占
め
ま
し

た
。
市
内
に
は
、市
庁
舎
等
を
整
備
可
能
な
用
地
も
無
い
こ

と
か
ら
、
現
在
の
市
民
セ
ン
タ
ー
用
地
で
建
て
替
え
る
こ
と

を
基
本
に
、
今
後
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

何
よ
り
も
市
民
の
皆
様
の
利
便
性
を
考
え
た
と
き
、現
在

の
庁
舎
棟（
本
庁
舎
）、
議
場
棟
、
第
二
庁
舎
、
第
三
庁
舎
、

教
育
委
員
会
事
務
局
な
ど
は
集
約
し
て
一
つ
の
建
物
に
入

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
も
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
こ
う
し

た
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
様
に『
広
報
み

た
か
』等
で
お
知
ら
せ
し
、
幅
広
い
市
民
参
加
の
展
開
と
議

会
の
皆
様
と
の
連
携
、専
門
家
や
職
員
の
声
を
反
映
し
な
が

ら
、市
庁
舎
等
の
建
替
え
に
関
す
る『
基
本
構
想
』を
ま
と
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の「
自
治
の
拠
点
」「
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
拠

点
」「
交
流
の
拠
点
」な
ど
の
重
要
な
機
能
を
持
つ
三
鷹
市
庁

舎
と
議
場
棟
の
建
替
え
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
ぜ
ひ
幅
広
い

市
民
の
皆
様
の
ご
注
目
と
、検
討
過
程
へ
の
ご
参
加
を
心
か

ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

市長コラム

ケーブルテレビの広報番組「み
る・みる・三鷹」では「市長のひ
とことコーナー」を放送してい
ます（放送時間は12面参照）。

市長の　　　　コーナーひと
　こと

市外局番「0422」は省略。 主催者  日時・期間  対象・定員  場所・会場  講師  費用  持ち物  申込方法  問い合わせ  保育あり  手話（要約筆記）あり

武蔵境駅
三鷹駅

吉祥寺駅

新小金井駅
井の頭公園駅

三鷹台駅

三鷹市役所

国立天文台

井の頭
公園木星エ

リア

土星エリ
ア

天王星エ
リア

海王星エリ
ア

冥王星エ
リア

東小金井駅
スタンプを集めて
天文グッズをもらおう

　地球が直径1㎝になるように太陽系を13億分の1の大きさに縮め、三鷹駅に太陽を置く
と、冥王星までの天体が市内にちりばめられます。「みたか太陽系ウォーク」は、三鷹の
まち全体を太陽系に見立て、太陽系の距離や大きさを体感するイベントです。
　お子さんから大人まで、多くの方が楽しんでいるイベントにぜひご参加ください。
 NPO法人三鷹ネットワーク大学推進機構☎40-0313
 http://www.taiyokei-walk.jp/

9月22日㈮～10月22日㈰

　三鷹ネットワーク大学、みたか観光案
内所、スタンプを置いている店舗・施設
などでマップを配布します。マップでは、
参加店舗・施設やイベント情報を紹介
しています。

　市内11の天体エリアごとの参加店舗・施設に設
置したスタンプを集めながら、まち歩きを楽しみ、
宇宙のスケールを実感できます。期間限定のコラ
ボ商品を取り扱っている店舗もあります。

　「彗星スタンプ」は、期間限定の特設スタンプで、今年は18カ所のイベント
会場に設置します。イベントに参加してスタンプを集めましょう！

マップを手に入れよう

太陽系の大きさを実感しながら
まち歩きをしよう

限定の「彗星(すいせい)スタンプ」を
集めよう

三鷹の森　科学文化祭

Let’s walk and talk！（歩こう、話そう！）
ジャックス コミュニケーションルーム（英会話スクール）

バルカー・ジャックさん
　このイベントに参加したのは5年
前。娘と話をしながらまだ行ったこ
とのなかったエリアを歩くのは、と
ても楽しい経験でした。太陽系ウォー
クは、普段お子さんと過ごす時間の
少ないお父さんには、特にオススメ

ですね。2年前からは、スタンプを提供する協力店舗
として参加しています。今年は、惑星にちなんだ英語
のレッスンも実施します。

地域のみなさまとともに盛り上げたい
JR三鷹駅長
平井淳さん

　国立天文台のある三鷹市ならでは
のユニークなイベントに、基点とな
る「太陽」として参加させていただく
のを大変光栄に思っています。太陽
系ウォークが盛り上がるよう、情報
をウェブサイトに掲載したり、ポス

ターを沿線の駅に貼ってもらうなど、さまざまな取り
組みを計画しています。人とまちをつなぐ「駅」として、
これからも地域に貢献していきます。

コラボ商品でイベントの魅力を発信
トーホーベーカリー

松井成和さん
　店が土星エリアにあることから、
コラボ商品として土星の形をしたパ
ンを販売します。土星の輪をどうやっ
て表現するか、試行錯誤して開発し
ました。太陽系ウォークは、当店を
知っていただく機会であり、新たな

出会いの場でもあります。このまちで生まれ育った私
としては、まち歩きを通して三鷹の良さを知ってほし
いです。安全に、スタンプラリーを楽しんでください。

今年の
スタンプ数は

過去最多の

246カ所！

　スタンプの種類や数などの条件を満たすと、オリ
ジナルペーパークラフトや天文情報が入った卓上カ
レンダーなどの景品がもらえます(写真)。景品交換は、
三鷹ネットワーク大学とみたか観光案内所で行いま
す（景品は数に限りがあります）。

2面関連記事も併せてご覧ください。

コラボ商品などで協力していただいている参加店舗・施設の
みなさんにお話を伺いました。

2017
ス タ ン プ ラ リ ー

2広報みたか　No.1609　2017.12.17※はがき・ファクス・電子メールによる申込は11面記入例の内容・特記事項を必ず記載してください。

市外局番「0422」は省略しています。市役所各課のファクス番号は市ホームページ「各課ご案内」から確認いただけます。

パブリックコメント
パブリックコメントを
実施します

みたかまちづくり
ディスカッション
平成30年2月11日㈷・12

日㉁
三鷹市公会堂さんさん館

※�参加できるのは、無作為抽
出により、事前に承諾をい
ただいている方に限ります。

パートナー
シップ協定

『新庁舎等整備
基本構想（仮称）』
（素案）に反映

『新庁舎等整備
基本構想（仮称）』
（素案）の公表

三鷹市

実行委員会

NPO法人
みたか市民協働
ネットワーク

無作為抽出による
参加依頼

ご参加ください

　「みたかまちづくりディスカッション」の参加対象者として、18歳
以上の市民のみなさんのうち1,800人を住民基本台帳から無作為抽出
し、参加依頼書を発送しました。

　参加依頼書がお手元に届いた方は、ぜひとも内容をご覧いただき、
参加いただける方は、同封した承諾書を12月28日㈭（必着）までに返
信用封筒で返送してください。

　市では、建設から50年以上が経過した市庁舎等について、建替えの検討を進めています。現在、『新
庁舎等整備基本構想（仮称）』の策定に向けて取り組みを進めており、その一環として、無作為抽出
で選ばれた市民のみなさんが話し合う「みたかまちづくりディスカッション」を開催します。
　その円滑な運営に向けて、NPO法人みたか市民協働ネットワークと市は、10月4日にパート
ナーシップ協定を締結し、この協定に基づいて「みたかまちづくりディスカッション」の実行委員
会が設置されました。
　実行委員会は、当日の話し合いなどの具体的な内容を検討するとともに、リラックスして話し
合いが進められる会場設営など、さまざまな角度から運営をサポートします。また、当日参加者
から出された意見やアイデアは、市民意見として市に提出します。

『三鷹市新庁舎等整備基本構想（仮称）』の策定に向けた
「みたかまちづくりディスカッション」を開催します

参加依頼書をお送りしました 承諾書を返送ください

　市では、平成29年8～9月に実施したパブリック
コメントなどでのご意見を受けて、「井の頭文学施
設（仮称）」整備基本プラン（案）について、設置場所
やスケジュールなどを修正しました。修正案につい
て、改めてご意見を募集します。

整備基本プランの修正点
◇施設の位置
　�都立井の頭恩賜公園西園文化・交流エリア東側広場
◇スケジュール
　29年度　基本プランの策定、基本設計
　30年度　実施設計、建設工事
　31年度　建設工事、開館
ご意見の募集方法
　30年1月4日㈭（必着）までに、必要事項（下記参
照）を「〒181-8555芸術文化課」(第二庁舎2階)・
29-9040・ geijutsu@city.mitaka.tokyo.jpへ

目的・概要
　介護保険事業計画と老人福祉計画を一体的
に策定し、「みたか高齢者憲章」の理念の実現
を目指し推進するものです。

計画の構成
　医療・介護・予防・住まい・生活支援を一
体的に提供していく「地域包括ケアシステムの
深化・推進」を基本目標に掲げ、五つの基本方
針を定めています。高齢者を取り巻く現状や
諸課題を踏まえ、今後の高齢者施策の方向性
をまとめています。
ご意見の募集方法
　12月18日㈪～30年1月15日㈪（必着）まで
に必要事項（下記参照）を「〒181-8555高齢者
支援課」（市役所1階11番窓口）・ 48-2813・
koreisha@city.mitaka.tokyo.jpへ

芸術文化課☎内線2911 高齢者支援課☎内線2684

①「井の頭文学施設（仮称）」整備基本
プラン（修正案）

③『三鷹市高齢者計画・第七期
介護保険事業計画』（素案）

目的・概要
　障がい者施策に関する基本的な計画である『障がい者計
画』、平成30～32年度の障害福祉サービスなどの必要量や
確保の方策などを定める『障がい福祉計画』、児童福祉法の
一部改正により30年度から新たに策定する『障がい児福祉計
画』、これら三つの計画を一体的に策定することで、障がい
者・障がい児に係る総合的な支援の一層の推進を図るもの
です。

計画の構成
　障がい者施策の三つのビジョンを掲げ、障がい者を取り
巻く現状や、実態調査などから六つの重点課題を抽出し、
これらの課題解決への取り組みを通じて、障がい者施策の
あるべき方向性をまとめています。
ご意見の募集方法
　12月18日㈪～30年1月15日㈪（必着）までに必要事項（下
記参照）を「〒181-8555障がい者支援課」（市役所1階16番
窓口）・ 47-9577・ shien@city.mitaka.tokyo.jpへ

障がい者支援課☎内線2651
②『三鷹市障がい者（児）計画』（素案）

◆みなさんのご意見をお寄せください
　期限内に、住所・氏名・電話番号（団体の場合は、
所在地・団体名・代表者の氏名・電話番号）を直接
または郵送・ファクス・電子メールで各課へ。

◆整備基本プラン(修正案）および計画（素案）の全文は、いずれも市ホームページでご覧になれるほか、
相談・情報課（市役所2階）、市政窓口、市民協働センター、コミュニティセンターで配布します（①は芸
術文化センター、美術ギャラリー、三鷹市公会堂、太宰治文学サロン、②は障がい者支援課、③は高
齢者支援課でも配布）。また、図書館で閲覧もできます（②③は12月18日から）。

パブリックコメント
　市の重要な政策を策定する際に、原案を公表して広く市民のみなさん
から意見を求め、いただいた意見を考慮しながら政策を決定すること。

亜細亜大学と教育・まちづくりなどに関する
包括的な連携協定を締結しました

三鷹中央防災公園中央広場の
ネーミングライツ・パートナーが決まりました！

　11月28日に、三鷹市と亜細亜大学は、教育、生涯学習、人財育成、まち
づくり、国際交流および文化・スポーツの振興発展など、さまざまな分野に
おいて包括的に連携協力するため、協定を締結しました。
　これまで同大学には、平成17（2005）年に開設した三鷹ネットワーク大学の
正会員として、開設当初から市民・企業向けの多くの講座を実施していただく
とともに、教員のみなさんには市の各種審議会・
市民会議の委員として、学生のみなさんには市
の主催事業でのボランティアなどとして活躍い
ただいています。今後も本協定に基づき、さら
なる連携を図ることで、多様な地域課題の解決
や活力ある地域社会の創造を推進します。

　三鷹市と日本無線株式会社は、三鷹中央防災公園中央広場のネーミングライツ（施
設命名権）の導入に関して、12月7日付で基本協定を締結しました（写真）。
◆ネーミングライツ・パートナー
　事業者名：日本無線株式会社
　代表者：代表取締役社長�荒健次
◆施設の愛称
　日本無線�中央広場
◆愛称使用期間
　平成30年1月1日～34年12月31日（5年間）
◆命名権料　年額300万円（消費税を含む）
※正式契約は、12月末までに締結予定です。

企画経営課☎内線2113
芸術文化課☎内線2911

広場の愛称は「日本無線 中央広場」に

「みたかまちづくりディスカッション」の流れ

企画経営課☎内線2113

現在の市庁舎



 

編集後記に代えて ～スタッフからのメッセージ～

今回は市庁舎・議場棟等の建て替えをテーマとした話し合いでしたが、想定以上に様々

な意見をいただくことができて充実した内容でした。実行委員会のボランティアの皆さん

もとても献身的に運営いただきありがとうございました。報告書の内容が基本構想に多く

反映されることを願っています。皆さまお疲れ様でした。

吉田 純夫 実行委員長

この度は参加させていただきありがとうございました。今回の内容が少しでも参考にし

ていただけることを期待しております。

星野 愼児 副実行委員長

大変有意義な二日間となり、色々人生勉強にもなりました。今回の経験を自分の組織で

も活用していきたいと思います。

根岸 隆好 副実行委員長

今後長く三鷹の象徴・中心となるであろう市庁舎の建て替えに、ほんの少しでも関わる

ことが出来たことを光栄に思います。そして、実行委員会の皆様、当日ご協力いただいた

市民の皆様に感謝申し上げます。

清水 嘉寛 副実行委員長

初めてまちづくりディスカッション実行委員会に参加させて頂きましたが、三鷹から日

本中に発信された、市民討議会の実行委員会に参加させて頂けた事は、自分自身としても

多くの学びを得られました。

淺野 清貴 委員

コーディネータとして、街づくりを考える場に関わる機会を与えていただき、大変感謝

しております。

竹内 英夫 委員

裏方として参加し、全体を良く見ることができました。貴重な体験をさせて頂き、あり

がとうございます。

石井 徹 委員

今回初めて「まちディス」に実行委員として参加させていただきました。大変貴重な経

験をさせていただき実行委員の皆様、また参加者の皆様に感謝申し上げます。

渡邊 幸治 委員



 

参加者の皆様の意識の高さを感じました。今回は貴重な経験をさせていただき勉強にな

りました。ありがとうございました。

山本 達也 委員

皆さんお疲れ様でした。僕は、初参加でしたが大変貴重な経験ができ勉強になりました。

またこのような機会がありましたら参加したいと思います。ありがとうございました。

箕輪 宗夫 委員

エンディングの手あげアンケートで、機会があったらまた参加したいという方が圧倒的

であったことに感動しました。半数を超える参加者の方が、機会があれば、日常の地域活

動にも参加したいとの思いがあるにもかかわらず、これまでその機会を十分に作り出すこ

とができていない自分に忸怩たる思いです。

石崎 明 委員

初めての参加でしたが、たくさんの出会いと新しい発見があり、大変楽しかったです。

ありがとうございました。

上田 千晶 委員

市民の方々が長時間、熱心に議論しアイデアを出し合った結果であり、新市庁舎に一つ

でも多く取り入れられることを見守っていきたいと思います。

倉林 孝明 委員

まちづくりの場に携わる貴重な経験をさせていただきありがとうございました。多くの

方々の尽力で意義のある場となりましたので、その思いが反映される建物となる事を望ん

でいます。

千倉 徳誠 委員

なかなか会議に参加できず、申し訳ありませんでした。本番ではいろいろな意見を聞く

事ができて、自分自身大変勉強になりました。ありがとうございました。

芳賀 大輝 委員

新しい時代に沿ってこの「まちディス」も進化出来る様に若い世代の人達の実行委員参

加を期待したいと思います。

物江 純子 委員



 

貴重な機会をいただき感謝します。「三鷹市民」というつながりだけで、初見の人たちと

楽しく話せることがスバラシイ。次回は意見を言う方になりたいなあ～。

米澤 武久 委員

今回のまちづくりディスカッションに参加させて頂いたことで、三鷹のためのみならず、

自分自身の成長にも繋がりました。参加できたことに感謝します。

那須野 昌 委員

この度は実行委員という貴重な機会をいただき誠にありがとうございます。今後も地域

の方との交流を継続していきたいです。

鬼村 愛香 委員

「三鷹市が好き」「三鷹のために何かしたい」という気持ちが共有された、有意義な会議

だったと思う。

三宅 利智 委員

学生として、初めてまちづくりディスカッションの実行委員会に参加し、貴重な経験を

することができました。ありがとうございました。

柳田 優子 委員

まちディスを通して多くの実行委員会・市民の方々と関われた事は、大変光栄でした。

皆様、ありがとうございました。

山内 崇意 委員

今回、初めてまちディスの実行委員として学生の立場から参加させてもらいました。本

当に貴重な経験ありがとうございました。

清河 素晴 委員

建設後、 年以上使用する施設についての意見を集約するのは、想像を超えるほど進歩

する社会全体のシステムを予想するのと相まって、難しいことを痛感しました。

岡田 裕一 委員



 

庁舎を建て替えの必要性に至った事を初めて知った市民が大半だったと思います。その

庁舎建て替えに、市民目線でこのような庁舎が良いなあと意見を、自由闊達にアイデアを

出して話し合う事はとても大切で、初めて知り合ったメンバーと交わす議論は有意義だっ

たと、実行委員スタッフの私達に感じられました。

当初は話し合う内容をグループメンバーがじゃんけんで係を決めて纏める事に抵抗を感

じていた参加者が、真剣にグループ全員の意見で纏めている姿をみて、 グループスタッフ

として感動し、終了後の心の満足感、充実した気持ちを味わえました。

小澤 敏男 委員

毎回、「また参加したいですか？」ではほぼ パーセントの手が上がりますが、今回の

それには大変な勢いがありました。予期せぬ始まりだったせいかも。

鈴木 千賀子 委員

まちづくりディスカッションは、運営するのも市民、参加するのも市民。どちらも三鷹

市民の底力を感じる二日間でした。

四柳 千夏子 委員

２回目のまちディスでしたが、テーマが市民の方々にとって大変興味深いもので、皆さ

ん真剣な議論を重ねていたことが印象的でした。自分の役割が十分に果たせたのか、また

反省してしまいました。皆様お疲れ様でした。

山田 義剛 委員

グループ のサブリーダーを務めさせていただきました。皆さんが市庁舎のお話しのみ

ならず、市民行政協働によるまちづくりなどについても積極的にお話しいただいていたこ

とが非常に印象的で三鷹市民の意識の高さに感動したと共に、今回、参加させていただけ

たことに改めて感謝を申し上げます。

吉野 貴久 委員

市民の皆様が新庁舎等に何を望んでいるのかを知る大変有意義な時間でした。全ての関

係者の皆様に、心より感謝申し上げます。

山中 俊介（事務局）

２日間にわたる白熱したディスカッションを通して、参加された皆様の熱意を直に感じ

ることができました。関係する皆様に感謝申し上げます。

篠田 友博（事務局）



 

「みたかまちづくりディスカッション」という三鷹市の代表的な市民参加の場に関わり、

非常に多くのことを学ばせていただきました。参加された市民の皆様、準備から当日の運

営まで関わっていただいた実行委員会の皆様に、心から感謝申し上げます。

萩原 潤一（事務局）

大勢の市民の皆様が、１つの目的に向けてそれぞれの立場で意見を出し合い団結してい

く姿に、三鷹市の市民力の高さを改めて実感しました。この取り組みを紡いだ参加者を始

め、関係者の皆様に敬意を表し、心より感謝申し上げます。

山地 秀享（事務局）

三鷹市自治基本条例に明記された「参加と協働」のまちづくりを進める上での代表的な

事業に関わり幸運でした。参加者の皆様の意識の高さと深い三鷹愛が自治の根源であるこ

とを確信しました。関係各位に感謝申し上げます。

二浦 孝彦（事務局）

無作為抽出で選ばれて集まった方々も実行委員として運営された方々もどちらも市民と

いう「みたかまちづくりディスカッション」だからこそ生まれるものを今回も実感しまし

た。関わっていただいたみなさまに感謝申し上げます。

岩本 祐樹（事務局）

今回のテーマである「市庁舎建替え」については、当初の予想をはるかに超えた反応が

あり、抽選により参加できなかった方も多くいらっしゃいました。まちづくりディスカッ

ション当日には、事前の反応を表すかのような熱心な話し合いの場が生まれ、「このまちを

良くしよう」という市民の思いに感動しました。そして、そのような場になるよう運営し

てくださった実行委員のみなさんの努力に心から感謝いたします。

高橋 由起子（事務局）
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